
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        小平市立上水中学校 

                                    令和２年１０月１日 

                                          第７号 

＜１０月行事予定＞ 

  行事等 16 金               

1 木 都民の日、中間テスト（英・理）      Ｗ 17 土  

2 金 薬物乱用防止教室(1)⑥ 18 日    

3 土  19 月 三者面談(3)始              Ｗ 

4 日  20 火 安全指導 

5 月 全校朝礼                 Ｗ 21 水  

6 火  22 木 学校経営協力者会議 (放)専門委員会   Ｃ、Ｗ 

7 水 復習確認テスト(3) 23 金 避難訓練 第２回漢検               

8 木 内科検診(1,2) 進路説明会(3)          Ｃ、Ｗ 24 土               

9 金 (放)生徒総会リハ                         Ｃ 25 日  

10 土 土曜授業日(弁当不要)、③生徒総会(放送) 26 月 第２学年体育発表会②③ (放)中央委員会   Ｗ 

11 日  27 火 第３学年体育発表会②③ 

12 月 生徒会朝会                Ｗ 28 水 歯科検診(全) 

13 火                  29 木 第 1学年体育発表会            Ｗ 

14 水 職員会議                                 ★ 30 金 三者面談(3)終 

15 木 内科検診(3)                          Ｃ、Ｗ 31 土  

★：ほうかごきょうしつ、Ｃ：スクールカウンセラー勤務日、Ｗ：スクールソーシャルワーカー勤務日 

前を向くこと 

副校長  植木 淳          

 大相撲９月場所は、正代関が熊本県出身者で初めて優勝しました。９月場所は 

けがで途中休場となりましたが、前回の７月場所では、照ノ富士関が優勝しました。 

照ノ富士関は大関までスピード昇進を果たしましたが、その後、けがや病気の 

ために長い間勝ち越すことができず、幕下まで転落してしまいました。それでも 

相撲を取り続けてきた彼が、優勝インタビューで語った言葉です。 

 「いろいろなことがあって、最後にこうやって笑える日が来ると信じてやってきた。一生懸命やっ

たらいいことがあると、やってきたことを信じてやるだけだと思っていた。」 

 勉強でも部活動でも、自分の成長が感じられず、苦しいときがあります。もうやめてしましたいと

思うときがあります。しかし、望みを捨てず、自分の努力を信じて続けることが大切であると教えて

くれています。 

また、照ノ富士関はこうも語っています。 

「一日一番。昨日のことは昨日で終わり。今日からは前向きで。」 

 自分が失敗したことばかりを思い出し、明るい気持ちになれない 

ことがあります。しかし、昨日までの過去は引きずらず、今、これ 

からのことに気持ちを向けることが大切であると教えてくれています。 

生徒の皆さんには、毎日、新しい朝がやってきます。一生懸命に取り組む日々の積み重ねで、 

皆さんが思い描く未来がやってきます。前を向いて、一日一日を大切に 

過ごしましょう。 
サッカー部が、小平市中学生サマーカップ

で優勝しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ放送による立会演説会 

小平市選挙管理委員会から実物の投票箱をお借りしての投票 

朝の選挙運動 

 

令和２年度 

生徒会役員選挙 

教育実習生が 

来ました 

川越調べ学習（１年） 

図書館協力員のブックトーク 

情報モラル教室（２年） 

生徒会朝会で最後の挨拶をする

前生徒会役員 



 

 


